
                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究とのかかわり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４，単元計画 

時

数 
学習活動 目標 

１ 

〈信用貯金とは？〉 

・単元の流れを確認する。 

・周囲から信用されることの良さを「信用されて

いる人」と「信用されていない人」の対比から

捉える。 

 

・人と人との間にある見えない信用の差で周囲から言

われることにも違いがあることに気付くことができ

る。 

・人の信用とは，貯金箱に貯まっていくお金のような

ものであることから，信頼が上がることをすれば貯

まること，信頼の下がることをすると減っていくこ

とを考えることができる。 

こもれび学級 

自立活動 

単元名  信用貯金を貯めよう 

令和６年７月１６日（火） 3校時 

      児童   こもれび学級３組  ５年生３名，６年生２名 

      場所   こもれび学級３組 

      授業者  佐藤太紀 

１、児童の実態 

本学級には，５年生の男子２名，女子

１名，６年生の男子１名，女子１名の計

５名が在籍している。認知等の発達には

ばらつきが見られるが，何事に対しても

前向きに取り組むことができるところ

は共通している。 

一方で，「すぐ気が散ってしまう」「身

の回りをきれいにしたり，整理したりす

るのが苦手」「次の作業に移るのが苦手」

等の共通した課題も見られる。 

 

 

 

 

２、単元の目標 

〇日ごろの行動が自分と人との信頼をつくることに気付

き、自分自身の言動を見つめ直し、信頼を高めるため

にはどうしたら良いかを考えることができる。 

〇一つ一つの自分の行動が信用貯金を貯めることにつな

がり、集団の一員として周囲の人の気持ちを考えて行

動できるようにする。 

 

【自立活動の内容項目】 

・「すぐ気が散ってしまう」「身の回りをきれいにした

り，整理したりするのが苦手」 

⇒「環境の把握」「心理的な安定」 

・「次の作業に移るのが苦手」「気持ちのコントロール

が苦手」   

⇒「心理的な安定」「コミュニケーション」 

 

 

 

 
仮説１＜個に応じた課題設定＞ 

・認知面での力の差があるため，共通の課題を設定す

る際には，文字だけではなく，写真やイラストを援

用しながら，提示の仕方を工夫することによって，

個に応じた課題設定を行うことができるだろう。 

仮説２＜自己肯定感を高める人と関わる学習活動＞ 

・自己認知を促す学習活動を取り入れる。 

・自己認知（self-awareness）と他者認知

（social awareness）のずれを明確にすること  

で自分を過小評価しない活動を取り入れる。 

 

 

 

 

仮説２＜自己肯定感を高める教師の関わり方＞ 

・幅広い価値を受容する態度で関わる。 

・当該児童が自分の役割を果たすために努力してきた足 

跡を「まなびのあしあと」として掲示し，自分の努力 

を視覚的に捉えることができるようにする。 

 

 

 

 

仮説１＜個に応じた手立ての工夫＞ 
・認知面での力の差があるため，時間ごとに捉
えたい概念や社会通念について，言語以外の
視覚的支援（写真やイラスト）を用いること
で，全員が同じ土台で考えることができるだ
ろう。 

 
 
 
      【５.個別の実態に詳細を記載】 

―１― 



２ 

〈信用を失う時〉 

・ためていた信用貯金を失う場面を想定し，「信

用」を失う時は一気になくなることを捉える。 

・また信用貯金を失うことによる周囲への影響に

ついても考える。 

・信用は日々の積み重ねで貯まること，信用を失う時

は一気になくなることに気付き，日々の積み重ねが

大事であることを考えることができる。 

 ・自分が頼まれたことを行わないと自分が困るだけ

でなく，周囲のみんなも困ることにつながることを

考えることができる。 

３
（
本
時
） 

〈信用の貯金を貯めるには〉 

・自分はどのくらい信用貯金がたまっているのか

について考える。 

・信用貯金をためていくために自分にできること

について考える。 

・自分の信用・信頼を貯めるために，何から取り組

めば良いか，自分自身の行動を振り返って考える

ことができる。 

・約束を守ること，自分の考えだけで行動，相手の

気持ちを考えて行動することなど，自分がまずは

取り組めそうな行動について考え，実践しようと

することができる。 

４
～
５ 

〈信用貯金を貯めよう〉 

・「信用貯金」に関わるルールを決める。 

・信用貯金をためることを意識して１週間過ご

し，その結果について考える。 

・どのようにすれば，もっと信用貯金がたまって

いくのかについて具体的に考える。 

・「こもれび３組版信用貯金」のルールを考えること

ができる。 

・一週間の実践の結果から，信用貯金は貯まりにく

く，減りやすいことに気付くことができるようにす

る。そして，日々努力すること，小さなことに気を

遣うことが必要であることを再確認し，より信頼さ

れる自分について考えることができるようにする。 

５．個別の実態・目標・手立て・評価 

児童 児童の実態 本時の個別目標 個別の手立て 個別目標の評価 

Ｏ

Ｒ 

児 

・整理整頓が苦手。 

・課題を正確に捉えるこ

とが難しい。 

・課題を正確に捉え，日

頃の自分自身の行動を

振り返る。（環把） 

・本児の課題について視覚的に

捉えることができるようにす

る。 

・課題を正確に捉える

ことができたか。 

Ｔ 

Ｔ 

児 

 

・整理整頓が苦手。 

・他者の考えや意見を認

めるのに時間がかか

る。 

・自分と違う考えや意見

が出た時に，感情的に

なりすぎないようにす

る（コミュ） 

・感情的になったときには，ク

ールダウンできる場所と時間

を設定する。 

・感情をコントロール

することができた

か。 

Ｈ

Ｙ 

児 

・整理整頓が苦手。 

・具体的な取組やアイデ

ィアを思いつくこと

が苦手。 

・信用貯金とためていく

ための方法について具

体的なアイディアを思

いつく。（環境把握） 

・例をいくつかあげ，それに付

け足すような形で自分のアイ

ディアとして捉えさせる。 

・具体的なアイディア

を思いつくことがで

きたか。 

 

Ｔ

Ａ 

児 

 

・「こうでなくてはいけ

ない」というこだわり

が強く，自分を認めら

れない場合がある。 

・自分の行動や考え方に

ついて肯定的に捉え

る。（心安） 

・本児に対するイメージを周囲

の人から聞き，丁寧に伝えて

いくことで，自己認知とのず

れを是正する。 

・自分の行動や考え方

を肯定的に捉えるこ

とができていたか。 

Ｙ

Ｋ

児 

・自分が話したいことを

優先してしまい，他者

の発言を遮ってしま

うことがある。 

・教師や友達の話を最後

まで聞く。（コミュ） 

・話の聞き方を授業の初めに確

認し，黒板に掲示する。 

・話を最後まできくこ

とができたか。 

 

 
―２― 



６．本時の授業 

（１） 本時の目標 

・自分の信用・信頼を貯めるために，何から取り組めば良いか，自分自身の行動を振り返って考えることが 

できる。 

・約束を守ること，自分の考えだけで行動，相手の気持ちを考えて行動することなど，自分がまずは取り組 

めそうな行動について考え，実践しようとすることができる。 

（２） 展開 

 

（３）本時の評価（評価方法） 

・自分の信用・信頼を貯めるために，何から取り組めば良いか，自分自身の行動を振り返って考えることがで 

きたか。（観察） 

・約束を守ること，自分の考えだけで行動，相手の気持ちを考えて行動することなど，自分がまずは取り組め

そうな行動について考え，実践しようとすることができたか。（観察） 

 

 学習内容 教師の関わり    ◆支援 □評価 ☆T2の動き 

導 

入 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

１. 本時の流れを確認す

る。 

２.コミュニケーション

にかかわる SST を行

う。 

 

３．前時までの学習を振

り返る。 

 

４．本時の課題を把握す

る。 

 

 

５．日ごろの自分の行動

について振り返り，

信用貯金がどれくら

いたまっているのか

発表する。 

 

６．信用貯金をためてい

くために，自分がで

きることを具体的に

あげる。 

 

７．「自分にできること」

を全体交流する。 

 

８．本時の振り返りをす

る。 

 

 

・ＳＳＴの説明をする。 

 

 

 

・掲示物を使い前時までの流れを確

認する。 

 

・課題を提示する。 

 

 

 

・「今の時点で，あなたの信用貯金は

どれくらいたまっていますか」と発

問する。 

・理由も含めて児童に自分の信用貯

金の量を説明させる。 

 

・教師が見本を見せる。 

・アイディアが思いつかない児童に

対しては，具体例をいくつか提示す

る。 

 

・全体交流を促す。（ファシリテータ

ーとしての立場で参観する。） 

 

・まなびのあしあとにも注目させる。 

◆視覚的に単元・本時の流れを示し，児童

が今何をする場面なのかを理解できる

ようにする。 

◆コミュニケーションに課題がある児童

がいるため，短時間でできるＳＳＴを

用意する。 

◆視覚的に分かりやすいように掲示す

る。 

 

◆視覚的に分かりやすいように写真やイ

ラストを併せて提示する。 

 

 

□課題を正確に捉えているか，確認する。

（ＯＲ） 

 

□自分の行動や考え方を肯定的に捉える

ことができているか。（ＴＡ） 

 

◆それぞれの児童が持っている課題と対

応させられるようにする。 

□アイディアを思いつくことができてい

るか。（ＨＹ） 

□他者の意見や考え方を受容することが

できているか。（ＴＴ） 

□友達の意見や考えを最後まで聞いてか

ら自分の意見を言っているか（ＹＫ） 

◆まなびのあしあとを通してそれぞれの

がんばりを具多的に捉えさせる。 

 

―３― 

信用貯金をためるために，自分にできそうなことを考えよう。 



 

７． 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．座席配置図 
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